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平
成
25
年
度
各
会
計
決
算

に
対
す
る
各
会
派
等
の

（
要
旨
）

意
見
表
明

平
成
２５
年
度
一
般
会
計
並
び
に
３

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に

賛
成
す
る
。
２５
年
度
決
算
は
、
構
造

改
革
に
よ
る
歳
出
抑
制
の
継
続
や
起

債
抑
制
な
ど
に
よ
り
、
２３
年
ぶ
り
に

基
金
残
高
が
起
債
残
高
を
上
回
り
、

財
政
健
全
化
を
推
進
し
た
理
想
的
で

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
決
算
で
あ
っ
た
。

款
別
に
意
見
を
述
べ
る
と
、
総
務

費
で
は
、
地
域
防
災
組
織
に
対
す
る

的
確
な
ア
ド
バ
イ
ス
や
補
助
金
交
付
、

火
災
危
険
度
を
考
慮
し
た
簡
易
水
道

消
火
装
置
の
配
備
を
。
福
祉
費
で
は
、

相
談
や
手
続
き
を
安
心
し
て
行
え
る

福
祉
総
合
フ
ロ
ア
の
実
現
や
適
正
な

生
活
保
護
制
度
の
運
用
実
施
を
。
都

市
整
備
費
で
は
、
造
幣
局
西
巣
鴨
宿

舎
の
跡
地
の
有
効
活
用
を
視
野
に
入

れ
、
用
地
取
得
に
つ
い
て
適
切
な
交

渉
を
。
文
化
商
工
費
で
は
、
地
域
の

活
性
化
に
貢
献
す
る
た
め
に
ト
キ
ワ

荘
通
り
の
お
休
み
処
の
Ｐ
Ｒ
や
ス
ポ

ー
ツ
施
設
の
使
用
料
引
き
下
げ
の
検

討
を
。
教
育
費
で
は
、
池
袋
本
町
地

区
の
小
中
連
携
校
の
着
実
な
改
築
工

事
、
中
学
校
部
活
動
に
対
す
る
可
能

な
限
り
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
望
む
。

特
別
会
計
に
つ
い
て
、
介
護
保
険

事
業
で
は
、
健
康
寿
命
を
伸
ば
す
た

め
に
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
介

護
予
防
の
大
切
さ
の
周
知
を
望
む
。

今
後
の
財
政
運
営
に
当
た
っ
て
は
、

更
な
る
経
費
節
減
、
事
務
事
業
見
直

し
と
と
も
に
、
盤
石
な
財
政
基
盤
の

構
築
努
力
を
継
続
し
、
効
果
的
な
財

源
投
入
の
一
層
の
努
力
を
要
望
す
る
。

自
民
党
豊
島
区
議
団

平
成
２５
年
度
一
般
会
計
決
算
及
び

３
特
別
会
計
決
算
に
つ
い
て
、
財
政

の
弾
力
性
が
充
分
に
確
保
で
き
て
い

る
財
政
体
質
と
評
価
し
、
認
定
に
賛

成
の
立
場
か
ら
意
見
を
述
べ
る
。
今

後
も
よ
り
健
全
な
財
政
運
営
を
望
む
。

款
別
に
主
な
意
見
を
述
べ
る
と
、

総
務
費
で
は
、
く
ら
し
の
ガ
イ
ド
に

つ
い
て
、
区
民
へ
最
新
の
必
要
な
情

報
を
届
け
る
使
命
を
再
認
識
し
て
の

発
行
を
要
望
す
る
。
福
祉
費
で
は
、

高
齢
者
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
に
つ
い

て
、
シ
ス
テ
ム
機
器
で
は
な
く
、
人

の
命
を
扱
っ
て
い
る
と
の
認
識
を
求

め
る
。
衛
生
費
で
は
、
胃
が
ん
リ
ス

ク
検
診
に
お
け
る
ピ
ロ
リ
菌
検
査
、

Ａ
Ｂ
Ｃ
検
査
の
対
象
年
齢
の
拡
充
を

望
む
。
清
掃
環
境
費
で
は
、
増
加
す

る
粗
大
ご
み
回
収
に
、
区
民
サ
ー
ビ

ス
の
低
下
を
招
か
な
い
体
制
を
望
む
。

都
市
整
備
費
で
は
、
と
し
ま
居
住
支

援
バ
ン
ク
の
登
録
要
件
の
緩
和
な
ど

柔
軟
な
対
応
を
要
望
す
る
。
土
木
費

で
は
、
道
路
整
備
に
つ
い
て
、
区
民

か
ら
の
相
談
に
さ
ら
に
迅
速
で
き
め

細
か
く
対
応
で
き
る
よ
う
、
文
化
商

工
費
で
は
、
就
労
支
援
と
雇
用
対
策

に
つ
い
て
、
あ
ら
ゆ
る
層
の
人
が
職

を
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

そ
れ
ぞ
れ
の
体
制
整
備
を
求
め
る
。

教
育
費
で
は
、
い
じ
め
防
止
対
策
推

進
条
例
の
取
り
組
み
強
化
を
要
望
す

る
。
介
護
保
険
事
業
会
計
で
は
、
ネ

ッ
ト
を
活
用
し
た
情
報
共
有
等
、
介

護
・
看
護
・
医
療
携
関
係
者
の
更
な

る
連
携
強
化
を
求
め
る
。

公

明

党

１３
年
度
一
般
会
計
な
ら
び
に
３
特

別
会
計
決
算
の
認
定
に
反
対
す
る
。

第
一
に
深
刻
な
区
民
生
活
を
支
え
る

も
の
に
な
っ
て
い
な
い
。
保
育
園
は
、

利
益
第
一
の
株
式
会
社
に
開
設
さ
せ

る
。
学
童
ク
ラ
ブ
は
、
多
く
の
子
供

が
詰
め
込
ま
れ
て
い
る
。
生
活
保
護

は
、
入
浴
券
が
少
な
い
ま
ま
。
就
学

援
助
は
、
認
定
基
準
が
低
い
。
特
養

ホ
ー
ム
の
整
備
は
遅
い
。
高
齢
者
お

む
つ
事
業
は
、
事
業
を
縮
小
し
た
。

住
宅
は
、
区
営
住
宅
等
を
建
設
し
な

い
。
学
校
改
築
は
先
送
り
し
て
い
る
。

図
書
館
は
在
住
者
以
外
の
区
民
利
用

を
差
別
し
て
い
る
。
私
道
舗
装
、
私

道
排
水
助
成
の
補
助
が
少
な
い
。
資

材
の
高
騰
等
に
労
務
単
価
も
反
映
さ

せ
る
公
契
約
条
例
の
制
定
を
考
え
て

い
な
い
。
資
源
回
収
は
業
者
ま
か
せ

で
あ
る
。

第
二
に
区
民
生
活
を
守
る
財
政
運

営
に
な
っ
て
い
な
い
。
区
は
、
区
民

サ
ー
ビ
ス
を
削
っ
て
貯
め
込
ん
だ
財

政
調
整
基
金
と
決
算
剰
余
金
１２８
億
円

を
、
新
庁
舎
整
備
の
保
留
床
購
入
に

あ
て
る
と
し
て
い
る
。

第
三
に
住
み
続
け
ら
れ
る
街
づ
く

り
に
な
っ
て
い
な
い
。
住
民
を
追
い

出
し
、
街
壊
し
と
な
る
道
路
計
画
な

ど
、
区
民
不
在
の
街
づ
く
り
を
進
め

て
き
た
。
公
園
は
整
備
せ
ず
、
汚
い

ま
ま
で
あ
る
。

毎
年
保
険
料
が
上
が
る
国
保
会
計
、

保
険
料
額
や
区
民
負
担
の
大
幅
な
増

加
を
決
め
た
後
期
高
齢
者
医
療
会
計

と
介
護
保
険
会
計
も
認
め
ら
れ
な
い
。

日

本

共

産

党

平
成
２５
年
度
一
般
会
計
、
３
特
別

会
計
決
算
に
つ
い
て
は
、
適
正
な
執

行
が
行
わ
れ
た
と
判
断
し
認
定
に
賛

成
す
る
。
財
政
状
況
の
構
造
的
な
改

善
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
評
価
す
る
。

款
別
の
主
な
要
望
・
意
見
と
し
て

は
、
議
会
費
で
は
議
会
資
料
の
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
化
を
。
総
務
費
で
は
帰
宅

困
難
者
対
策
事
業
で
の
受
入
れ
体
制

整
備
と
国
へ
の
予
算
要
求
を
。
福
祉

費
で
は
待
機
児
対
策
緊
急
プ
ラ
ン
の

ス
ピ
ー
ド
感
あ
る
対
応
を
評
価
。
衛

生
費
で
は
子
宮
頸
ガ
ン
検
診
の
受
診

率
向
上
を
。
清
掃
環
境
費
・
都
市
整

備
費
・
土
木
費
で
は
子
育
て
フ
ァ
ミ

リ
ー
へ
の
家
賃
助
成
の
検
討
を
。
マ

ン
シ
ョ
ン
関
連
施
策
に
期
待
。
文
化

商
工
費
で
は
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
の

改
善
、
多
文
化
共
生
の
土
壌
拡
大
を
。

教
育
費
で
は
学
校
改
築
計
画
に
基
づ

く
学
習
環
境
整
備
と
、
洗
口
所
の
全

校
整
備
を
。
公
債
費
以
降
で
は
各
基

金
の
適
切
な
積
み
立
て
計
画
を
。
歳

入
で
は
宝
く
じ
収
益
金
交
付
金
の
活

用
を
。
介
護
保
険
事
業
会
計
で
は
お

泊
ま
り
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
実
態
把
握

と
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
情
報
提
供

を
。
複
数
款
に
係
る
事
業
で
は
公
共

施
設
で
の
せ
っ
け
ん
使
用
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
、
男
女
共
同
参
画
事
業
の

一
層
の
改
善
を
。
そ
の
他
で
は
歳
入

歳
出
外
現
金
の
管
理
運
用
方
法
の
検

討
と
、
財
務
諸
表
の
活
用
研
究
を
。

審
議
で
の
議
論
を
活
か
し
、
冷
静

な
決
算
分
析
と
今
後
の
緻
密
な
財
政

計
画
策
定
を
強
く
望
む
も
の
で
あ
る
。

自

治

み

ら

い

区
民
の
利
益
を
追
求
し
、
行
政
の

ス
リ
ム
化
・
効
率
化
、
納
税
者
の
視

点
で
は
公
平
性
と
い
う
観
点
で
審
議

し
た
。
平
成
２５
年
度
は
聖
域
な
き
事

業
の
総
点
検
が
行
わ
れ
た
。
今
年
度

は
当
初
予
算
額
に
、
新
庁
舎
保
留
床

購
入
経
費
１３１
億
５
千
万
円
の
予
算
が

補
正
さ
れ
る
。
現
庁
舎
跡
地
活
用
事

業
者
か
ら
の
地
代
が
支
払
わ
れ
、
地

代
収
入
が
新
庁
舎
整
備
に
関
す
る
区

の
支
出
を
上
回
ら
な
い
限
り
、
実
質

的
な
健
全
化
と
は
言
い
難
い
。
現
在
、

区
の
公
会
計
は
資
産
台
帳
を
持
っ
て

い
な
い
。
平
成
２９
年
度
末
運
用
開
始

予
定
、
総
務
省
提
示
の
発
生
主
義
・

複
式
簿
記
の
新
た
な
統
一
モ
デ
ル
は
、

費
用
と
収
入
の
関
係
を
期
間
で
区
切

っ
て
分
析
し
た
管
理
が
可
能
に
な
る
。

現
行
シ
ス
テ
ム
で
は
減
価
償
却
な
ど

の
非
現
金
コ
ス
ト
を
管
理
手
法
に
取

り
入
れ
る
事
も
難
し
く
、
新
公
会
計

制
度
の
早
期
確
立
に
期
待
す
る
。

行
政
が
費
用
対
効
果
を
見
極
め
、

さ
ら
に
無
駄
を
削
減
し
、
事
業
の
効

率
化
を
推
進
す
る
こ
と
を
要
望
す
る
。

若
年
層
に
人
気
の
企
業
の
区
内
進
出

や
、
区
内
の
若
手
の
人
材
を
活
用
す

る
今
ま
で
と
は
視
点
の
違
う
施
策
・

事
業
が
多
々
あ
り
、
今
後
に
非
常
に

期
待
し
て
い
る
。
現
庁
舎
跡
地
活
用

が
区
民
の
利
益
に
つ
な
が
る
形
で
確

実
に
遂
行
さ
れ
、
基
金
の
一
般
会
計

で
の
運
用
な
ど
の
過
去
の
負
の
遺
産

が
一
掃
す
る
こ
と
を
条
件
に
、
平
成

２５
年
度
一
般
会
計
決
算
並
び
に
３
特

別
会
計
決
算
の
認
定
に
賛
成
す
る
。

み

ん

な

の

党

豊
島
区
は
、
新
庁
舎
オ
ー
プ
ン
も

控
え
、
区
内
外
を
問
わ
ず
ま
す
ま
す

注
目
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
時
期
だ
か
ら
こ
そ
、

防
犯
防
災
強
化
で
豊
島
区
民
の
い
の

ち
を
守
る
と
い
う
こ
と
、
豊
島
区
の

ブ
ラ
ン
ド
戦
略
で
豊
島
区
民
の
資
産

を
守
る
こ
と
、
国
際
ア
ー
ト
カ
ル
チ

ャ
ー
都
市
構
想
を
は
じ
め
、
に
ぎ
わ

い
を
創
出
す
る
と
い
う
こ
と
、
を
重

点
項
目
と
し
て
、
今
回
の
決
算
に
取

り
組
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

民
間
企
業
を
活
用
し
た
子
育
て
支

援
対
策
や
、
小
学
生
以
下
が
無
料
で

入
浴
で
き
る
子
ど
も
の
日
や
敬
老
の

日
の
周
知
徹
底
や
、
お
た
っ
し
ゃ
給

食
を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち
と
高
齢

者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
づ

く
り
、
子
育
て
世
代
の
方
々
の
福
利

厚
生
制
度
の
拡
充
な
ど
を
強
く
要
望

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

数
字
だ
け
で
判
断
す
る
の
で
は
な

く
、
区
民
満
足
度
と
決
算
の
数
字
が

一
体
と
な
っ
て
は
じ
め
て
、
本
当
の

意
味
で
豊
島
区
が
「
住
み
続
け
た
い

街
」
と
し
て
最
高
の
街
に
な
れ
る
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

そ
う
し
た
点
を
踏
ま
え
、
決
算
内

容
認
定
に
つ
い
て
、
２０
代
、
３０
代
、

４０
代
、
子
育
て
世
代
の
皆
様
に
「
住

み
続
け
た
い
街
」
で
あ
る
と
思
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
な
行
政
運
営
を
強
化

す
る
よ
う
強
く
要
望
し
、
平
成
２５
年

度
の
一
般
会
計
及
び
３
特
別
事
業
会

計
の
決
算
認
定
に
、
賛
成
を
い
た
し

ま
す
。

無
所
属
元
気
の
会

平成２６年（２０１４年）１２月１日 �と し ま 区 議 会 だ よ り第２４１号


